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名古屋市における精神障害者小規模作業所の現状 と課題







1)利用者の多 くが自分の居住区の作業所に通 っており、 どの作業所 も定員超過状態であった。
2)利用者への手当額は日額478円と低 く、作業環境 も十分とは言えない。



















































































































































2.建 物 などハー ド面 の現状
13作業所 のすべてが賃 貸物件 であ り、家賃は月額平
均106,884円で あ った。 最 も低 い と ころで月額65,000
円、最 も高 いと ころで月額150,000円であ った。
作業場 の広 さは平均42.3㎡(約25畳)であ った。 こ
の広 さを登録利用者 の平均数 で割 ると、1人 あた りの
スペース は2.2㎡(約1.3畳分)と なる。 また、利用者
の休憩室 の平 均 は21.1㎡(約12畳分)で あ ったが、休
憩室が ない作業所 か ら40畳の作業所 まで作業所 間での
ば らつ きが大 きか った。 調理 スペ ースの平均 は8.9㎡
(約5.4畳分)、事務 室の平均 は8.2㎡(約5畳分)で あ っ
たが、事務室が ない作業所 も3ヵ 所 あ った。 これ ら作
業所の広 さにつ いては13作業所 の うち9ヵ 所 の指導 員
が 「狭 い」 と考 えてお り、 「トイ レが ひとつ しか ない」
「利用 者 の着替 えや ロ ッカーが狭 い」「事務室 や休憩室
が別で ほ しい」 などの意見 があ った。
へ
OA機 器 の設備状 況 につ いて は、 テ レビの設置100
%《 ビデオ機器 の設 置92.3%、ビデオ カメ ラ462%、
コ ピー機84.6%、印刷 機15.4%であ った。 またパ ソコ
ンの普 及率 は平 均1.8台であ り、1ヵ 所 を除 く12ヵ所
の作業所で1台 以上のパ ソコ ンを保持 し、その用途 は
主に書類の作成であ った。
3.利用者への通所手当
今回調査 した13カ所の作業所の うち、利用者に対 し
て通所手当額を決めて支給 している作業所は11カ所で、









たいと思う。 しか し、手当を増やすため には作業所収
入を増やす しかな く、そのために作業量を増やすこと『
で利用者への負担が増え、病状の悪化につながること












「作業所収益」 は併せて6%で1割 に も満たないこと








か らお金を徴収 している作業所は5ヵ 所、利用者か ら

































































人化 といった 「作業所の今後の方向性」 も問題として
挙げていた。いくつかの作業所では社会福祉法人を設
立 し、生活支援セン ターや授産施設などを運営 してい
くことを検討 していたが、その一方で、「法人化 して、






























































ことは大きな励みになる。 しか し、9時 か ら16時まで








頼 り、作業自体の収益である 「作業収入」は1割 にも
満たない。また支出面では、人件費 と場所の使用料が

























常勤職員を2名 置 くことも厳 しくなることに繋がる。
作業所は利益を追求するところではないが、名古屋市
の財政状況等を鑑みると、その存続のために、今後は
































































































渡 るため機能がはっきりしない」 といった問題 は、こ
のような方法により解決されるであろう。 また、貴重
な財源である補助金や寄付金についても現在よりは受
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The Current Situation and  Issues Facing Community 
 Psychiatric Rehabilitation Workshops in Nagoya 
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                                     Abstract 
 Community psychiatric rehabilitation workshops  have played an important role in the rehabilitation 
of mental disorders in the community. The purpose of this study was to investigate the current situa-
tion, determine the issues the workshop in Nagoya, and to examine the ideal profile for future work-
shops. We interviewed 13 workshop staff members in Nagoya using question forms provided to make 
the inquiries. The following results were obtained: 
 1) Most members go to  a workshop in  their own residential area, and the workshops are all over 
 capacity. 
 2) Members have low income (478 yen/day), and their work environment is not  good. 
 3) Workshops depend on subsidy from Nagoya City for more than 80% of their needed revenue. 
 4) The workshop staffs have low income, and the lack of various systems makes for an unfavorable 
 employment environment. 
 5) Problems of the workshop mentioned by the workshop staffs include financial difficulties, 
 understaffing, along with issues involving forthcoming directions. 
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